
令和７年度 京都市立下京中学校 

◇校是＜最高経営理念＞ 

― 志 きらめく ― 

見つける  広げる  踏み出す 

          （自分らしさ    可能性     ありたい姿へ） 

◇学校教育目標 

「多様な学びを通して 自分らしい生き方を探究し  

       次代と自らの未来の創り手になる」 

『次代と自らの未来の創り手』として、７つの力の習得を目指す 

（主体性・自己表現力・創造力・論理的思考力・問題解決力・協働力・忍耐力） 

◇目指す子ども像 

〇自分らしい生き方を見つけるために学び続ける生徒 

〇学び合い、支え合い、高め合うことができる生徒 

〇粘り強く果敢に挑戦することができる生徒 

〇想いや考えを自分の言葉で表現できる生徒 

◇目指す学校像 

〇 多様な立場や考えを認め合い、安全で安心して楽しく過ごせる学校 

   ◇心に寄り添う共感的人間関係の育成、いじめや差別を許さない人権教育 

   ◇不登校や個別の課題への組織的な対応、すべての生徒への公正な支援 

   ◇社会の一員として、自分のために、社会のために持続可能な社会を担う意識の育成 

〇「学びに向かう力の高まり」を実感できる「学んで楽しい、もっと学びたい」

と実感できる授業改善に挑む学校 

   ◇資質・能力の育成を目ざした主体的・対話的で深い学びの授業デザインの確立 

◇自ら学ぶ力、主体性・協働力・自己表現力を高める活動 

   ◇ロールモデルとしての学び続ける教職員の姿勢 

〇「子どものために」人々が集う地域のプラットフォームとしての学校 

   ◇地域に根付く伝統や文化を学び、地域とつなぐ教育活動 

   ◇地域からの支援に感謝し、地域への誇りにつなげる交流 

   ◇地域の次代の担い手としての自覚と意欲につながる地域活動への参画 

 


